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まめ知識 まめ知識

新に
い
く
ら倉 

哲て
つ
ろ
う郎

（
超
党
派
の
会
）

外
国
人
住
民
の
増
加
と
共
生
社
会
の
形

成
に
向
け
た
本
市
の
課
題
認
識
と
対
応

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

平
和
事
業
と
平
和
教
育

道
路
交
通
法
改
正
に
伴
う
市
の
安
全
対
策
の
考
え

質
問　
今
年
は
戦
後
80
年
の
節
目

の
年
で
あ
る
。
戦
争
関
連
の
遺
品

を
市
が
預
か
り
、
展
示
公
開
す
る

事
業
を
検
討
で
き
な
い
か
。
遺
品

を
通
じ
て
平
和
の
尊
さ
を
学
べ
る

と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

答
弁　
戦
争
関
連
の
遺
品
は
、
ご

遺
族
に
保
管
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
適
切
と
考
え
る
。
昨
年
、
遺
族

の
会
主
催
に
よ
る
特
攻
隊
員
の
遺

品
展
示
等
を
行
い
、
好
評
を
得
た
。

今
後
も
引
き
続
き
遺
族
の
会
等
と

連
携
し
、
戦
争
関
連
遺
品
の
意
義

や
歴
史
的
価
値
を
広
く
伝
え
る
努

力
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

質
問　
自
転
車
の
右
側
通
行
や
歩

道
通
行
は
、
罰
則
の
対
象
と
な
る

が
、
通
行
可
の
歩
道
も
あ
り
、
分

か
り
づ
ら
い
。
歩
道
な
ど
に
対
策

が
必
要
だ
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
自
転
車
は
歩
道
の
有
無
な

ど
で
通
行
帯
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

誰
も
が
分
か
り
や
す
く
安
全
に
利

用
で
き
る
通
行
空
間
を
確
保
で
き

る
よ
う
、
警
察
を
は
じ
め
関
係
機

関
と
も
連
携
し
取
り
組
み
た
い
。

質
問　
政
策
実
現
に
お
い
て
法
令

整
備
や
国
・
県
の
通
達
を
待
た
ず

に
地
方
自
治
体
の
考
え
や
意
識
で

改
革
で
き
る
も
の
が
あ
る
と
考
え

る
。
役
割
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
弁　
施
策
や
事
業
の
内
容
に
よ

り
取
り
組
み
方
法
は
異
な
る
が
、

本
市
が
全
国
に
先
駆
け
て
実
施
し

た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
Ｓ
Ｏ
Ｓ
事
業

は
国
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
に

拡
大
し
た
例
で
あ
る
。
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
真
に
必
要
な
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
、
自
治
体
の
役

割
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
交
通
安
全
上
重
要
な
施
設

で
あ
る
横
断
歩
道
橋
の
老
朽
化
等

へ
の
対
策
と
今
後
の
在
り
方
は
。

答
弁　
歩
道
橋
は
交
通
安
全
上
必

要
性
の
高
い
施
設
だ
が
、
一
部
に

は
経
年
劣
化
が
見
ら
れ
る
。
存
続

に
当
た
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
維

持
管
理
費
用
等
の
課
題
も
あ
る
が
、

利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

必
要
な
補
修
を
し
、
新
技
術
活
用

の
検
討
や
コ
ス
ト
縮
減
を
図
り
適

正
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

質
問　
小
・
中
学
生
の
事
故
を
減

ら
す
た
め
の
安
全
教
育
の
取
り
組

み
と
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
啓
発
は
。

答
弁　
市
内
小
・
中
学
生
の
自
転

車
事
故
は
、
中
学
生
が
８
割
で
特

に
中
学
１
年
生
が
多
い
た
め
、
現

在
の
小
学
３
年
生
に
加
え
、
６
年

生
で
も
和
田
橋
自
転
車
交
通
教
室

を
行
え
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
よ
り
警
察
署
と
連
携
し
、

市
内
全
て
の
中
学
校
で
交
通
安
全

教
室
を
実
施
す
る
。
啓
発
と
し
て

は
、
保
護
者
へ
の
交
通
安
全
講
話
、

高
齢
者
向
け
の
交
通
安
全
教
室
や

街
頭
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問　
防
災
安
全
２
課
が
新
設
さ

れ
て
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
女
性

目
線
を
生
か
し
た
防
災
対
策
と
は
。

答
弁　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

女
性
編
や
女
性
目
線
で
考
え
る
防

災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。

ま
た
、
生
理
用
品
な
ど
備
蓄
品
を

拡
充
、
カ
ー
テ
ン
間
仕
切
り
や
２

台
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
型
ト
イ
レ
ト

レ
ー
ラ
ー
を
導
入
し
た
。
引
き
続

き
避
難
所
環
境
向
上
に
努
め
た
い
。

質
問　
改
正
労
働
安
全
衛
生
規
則

が
施
行
さ
れ
、
職
場
に
お
け
る
熱

中
症
対
策
の
基
準
が
、
暑
さ
指
数

（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
28
度
以
上
と
あ
る

が
、
暑
さ
指
数
の
指
標
自
体
が
定

着
し
て
い
な
い
た
め
、
市
民
や
企

業
へ
周
知
が
必
要
で
は
。

答
弁　
暑
さ
指
数
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
ま
だ
市
民
や
事
業
主
へ
の
定

着
が
十
分
で
は
な
い
た
め
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
解
説
や
情
報
提
供

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
公
開
す
る
予

定
で
あ
る
。

質
問　
都
市
計
画
道
路
南
八
幡
京

ケ
島
線
の
全
面
開
通
へ
の
考
え
は
。

答
弁　
南
八
幡
京
ケ
島
線
の
残
る

未
整
備
区
間
は
、
一
本
松
橋
か
ら

上
町
西
交
差
点
ま
で
の
約
１
１
０

０
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
本
区
間
の

整
備
に
当
た
り
、
烏
川
左
岸
の
築

堤
の
整
備
方
針
、
現
道
と
都
市
計

画
道
路
の
交
差
部
に
お
け
る
高
低

差
の
解
消
方
法
な
ど
、
国
や
県
と

の
多
岐
に
わ
た
る
協
議
が
必
要
と

な
る
た
め
、
事
業
化
に
向
け
た
課

題
の
整
理
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　
長
年
に
わ
た
っ
て
交
通
渋

滞
の
緩
和
が
図
ら
れ
な
い
交
差
点

が
あ
る
が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
交
通
量
の
多
い
国
道
や
県

道
の
一
部
の
交
差
点
で
は
、
右
折

車
線
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
交
差
点

改
良
は
用
地
買
収
が
伴
う
た
め
、

交
渉
な
ど
で
相
当
の
時
間
を
要
す

る
こ
と
と
な
る
。
本
市
と
し
て
は
、

今
後
も
道
路
管
理
者
で
あ
る
国
や

県
に
対
し
て
、
道
路
の
拡
幅
や
交

差
点
改
良
な
ど
の
要
望
を
継
続
的

に
行
い
、
交
差
点
の
交
通
渋
滞
緩

和
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　
公
共
性
が
高
い
こ
と
を
理

由
と
し
た
パ
ー
ク
型
商
業
施
設
へ

の
支
援
を
い
つ
ま
で
行
う
の
か
。

答
弁　
当
該
施
設
は
、
市
民
を
は

じ
め
来
場
者
の
に
ぎ
わ
い
と
交
流

の
拠
点
と
な
る
公
共
性
の
高
い
施

設
で
あ
り
、
防
災
面
で
の
特
性
も

あ
る
。
５
年
間
を
め
ど
に
支
援
し
、

そ
れ
以
降
は
、
施
設
の
運
営
状
況

に
よ
り
協
議
す
る
方
針
で
あ
る
。

質
問　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
係
る
実
効
性
の
高
い
条
例
を

本
市
で
制
定
す
る
考
え
は
。

答
弁　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
か
ら
労
働
者
を
保
護
す
る
た
め
、

本
年
６
月
に
改
正
労
働
施
策
総
合

推
進
法
が
可
決
・
成
立
し
、
県
で

は
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
条
例
が
本
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
市
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
に
資
す
る
全
般
的
な

対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
町
内
会
へ
の
支
援
を
強
化

す
る
た
め
、
専
門
的
な
担
当
課
を

設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　
町
内
会
は
地
域
活
動
の
中

心
的
な
団
体
で
、
そ
の
運
営
に
お

い
て
は
少
子
高
齢
化
、
価
値
観
の

変
化
な
ど
を
背
景
に
多
く
の
課
題

が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

町
内
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

一
元
的
に
企
画
調
整
課
が
所
管
し

て
お
り
、
今
後
も
同
課
で
対
応
し

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
高
齢
化
が
進
み
、
会
員
数

が
減
少
し
て
い
る
本
市
の
遺
族
の

会
に
対
す
る
支
援
体
制
は
。

答
弁　
遺
族
の
会
へ
の
支
援
と
し

て
、
遺
族
の
福
祉
推
進
お
よ
び
組

織
運
営
の
強
化
を
目
的
と
し
た
活

動
費
に
一
部
補
助
し
て
い
る
。
今

後
も
広
報
等
を
通
じ
遺
族
の
会
の

活
動
の
認
知
度
を
高
め
る
と
と
も

に
、
賛
助
会
員
の
募
集
促
進
等
に

よ
り
会
員
増
加
に
努
め
、
安
定
し

た
活
動
の
継
続
を
支
援
し
て
い
く
。

質
問　
老
朽
化
が
進
む
忠
霊
塔
の

維
持
管
理
の
現
状
と
課
題
は
。

答
弁　
市
内
に
あ
る
数
十
基
の
忠

霊
塔
の
大
部
分
は
、
遺
族
の
会
に

よ
っ
て
維
持
管
理
や
環
境
整
備
が

行
わ
れ
て
お
り
、
本
市
は
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。
し

か
し
、
一
部
の
忠
霊
塔
は
修
繕
す

る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、

本
市
と
し
て
は
、
遺
族
の
会
の
意

向
や
老
朽
化
の
程
度
等
を
踏
ま
え
、

国
の
補
助
制
度
も
活
用
し
な
が
ら
、

遺
族
の
会
に
対
し
計
画
的
か
つ
効

果
的
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
外
国
人
住
民
の
ご
み
出
し

な
ど
に
関
す
る
市
民
か
ら
の
苦
情

や
相
談
の
状
況
は
。
ま
た
、
ご
み

の
出
し
方
に
関
す
る
マ
ナ
ー
の
周

知
や
町
内
会
と
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
外
国
人
住
民
の
ご
み
の
出

し
方
な
ど
に
関
し
て
は
、
主
に
町

内
会
の
役
員
や
環
境
保
健
委
員
か

ら
相
談
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
に
対
し
、
外
国
人
の
方
が
転
入

す
る
際
、
易
し
い
日
本
語
版
や
外

国
語
版
の
ご
み
か
わ
ら
版
を
配
布

す
る
な
ど
周
知
、
啓
発
を
図
っ
て

い
る
。
町
内
会
等
か
ら
の
相
談
が

あ
っ
た
際
は
、
関
係
部
署
と
連
携

し
、
外
国
語
の
啓
発
資
料
を
作
成

す
る
な
ど
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
。

質
問　
市
営
墓
地
に
土
葬
の
要
望

が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

答
弁　
高
崎
市
八
幡
霊
園
条
例
第

７
条
に
て
「
墓
所
に
は
、
死
体
を

埋
葬
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

定
め
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
土
葬
は

認
め
て
い
な
い
。
今
後
も
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
、
同
条
例
に
基
づ
い

た
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

横よ
こ
た田 

卓た
く
や也

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
取
り
組
み

町
内
会
活
動
の
負
担
軽
減

大お
お
か
わ
ら

河
原 

吉よ
し
あ
き明

（
新
風
会
）

本
市
に
お
け
る
戦
没
者
慰
霊

高た
か
は
し橋 

美み
な
お

奈
雄

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

市
民
の
思
い
と
地
方
自
治
体
の
役
割

横
断
歩
道
橋
の
安
全
対
策
と
今
後

中な
か
む
ら村 

さ
と
美み

（
公
明
党
）

児
童
・
生
徒
の
自
転
車
事
故
を
減
ら
す
取
り
組
み

本

市

の

防

災

対

策

新し
ん
ぼ保 

克か
つ
よ
し佳

（
公
明
党
）

本
市
の
熱
中
症
対
策

都
市
計
画
道
路
南
八
幡
京
ケ
島
線

三み
つ
い井 

暢の
ぶ
ひ
で秀

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

交
通
施
設
の
整
備

高
崎
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
産
業
団
地
パ
ー
ク
型
商
業
施
設

●暑さ指数
　（ＷＢＧＴ）

人体と外気との熱のやり取りに着目し、気温、湿度、日射・輻射、風の要素を基に算出される指標
で、環境省と気象庁が合同で算出している。WBGTとは、Wet Bulb Globe Temperatureの略語。

●エンディング
ノート    （P5参照）

自分自身に何かあったときに備えて、家族がさまざまな判断や手続きを進める際に必要な情報を残
すためのノート。また、生活の備忘録として、そして、これまでの人生を振り返り、これからの人
生を考えるきっかけづくりにするもの。


